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８
月
末
、大
和
高
田
市
立
病
院

西
側
通
路
に
、イ
ル
カ
や
キ
リ
ン

が
姿
を
現
し
ま
し
た
。こ
れ
は
、

大
和
高
田
市
立
病
院
が
、大
和
高
田

ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ・社
会
奉
仕

委
員
会
か
ら
、制
作
費
の
寄
付
を

受
け
、行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

　
一
昨
年
に
続
き
、奈
良
芸
術
短

期
大
学
洋
画
コ
ー
ス
の
学
生
が
、

筆
を
と
り
ま
し
た
。

　
高
橋
顕
児
准
教
授
を
中
心
に
、

洋
画
コ
ー
ス
の
石
濱
阿
里
紗
さ
ん

（
副
手
）、専
攻
科
の
片
邊
ゆ
ま
さ
ん

（
２
回
生
）、木
口
香
織
さ
ん（
１
回

生
）、香
西
咲
紀
さ
ん（
１
回
生
）、

山
本
真
紗
子
さ
ん（
１
回
生
）が
、

今
年
の
夏
休
み
を
か
け
て
取
り

組
ん
だ
大
作
で
す
。

　
８
月
27
日
に
は
、ロ
ー
タ
リ
ー

ク
ラ
ブ
が
声
を
か
け
た
、奈
良
県
立

西
和
養
護
学
校
中
学
部
の
三
木

奨
樹
君（
１
年
）も
、制
作
に
参
加

し
ま
し
た
。絵
を
書
く
こ
と
が
大

好
き
な
三
木
君
は
、市
立
病
院
で

生
ま
れ
た
そ
う
で
、大
き
な
壁
の

キ
ャ
ン
バ
ス
に
、張
り
切
っ
て
取
り

組
ん
で
い
ま
し
た
。

癒
し
の
回
廊

～
大
和
高
田
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
か
ら
の
贈
物
～

大
和
高
田
市
立
病
院
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

奈
良
芸
術
短
期
大
学
洋
画
コ
ー
ス

高
橋
顕
児　
准
教
授

　
テ
ー
マ
は
、学
生
が
市
立
病
院

環
境
整
備
委
員
会
の
皆
さ
ん
と

話
し
合
い『
ワ
ー
ル
ド
：ｗｏｒ
ｌ
ｄ
』

に
な
り
ま
し
た
。

　
病
院
と
い
う
環
境
を
考
え
、楽

し
い
気
持
ち
に
な
れ
る
色
を
使
っ

て
い
ま
す
。

　
西
洋
画
の
豊
か
な
立
体
感
で
、

そ
こ
に
い
る
よ
う
に
描
い
て
い

ま
す
。ト
リ
ッ
ク
ア
ー
ト
の
要
素

も
、入
っ
て
い
ま
す
。

　
学
生
に
は
、自
分
た
ち
が
考
え

る
フ
レ
ッ
シ
ュ
感
を
前
面
に
出
し

て
ほ
し
い
と
だ
け
注
文
を
つ
け

ま
し
た
。余
白
の
美
し
さ
を
残
し

な
が
ら
、う
ま
く
表
現
で
き
た
と

思
い
ま
す
。見
に
来
ら
れ
た
人
に

は
、楽
し
ん
で
、き
れ
い
だ
な
あ
と

思
っ
て
い
た
だ
き
、や
さ
し
い
気

持
ち
に
な
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
、

う
れ
し
い
で
す
。

▲三木君は、いろいろな色の葉っぱを書きました
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作
品
を
制
作
中
も
、廊
下
を
通

る
人
た
ち
か
ら
、

「
飛
び
出
し
て
き
そ
う
」

「
き
れ
い
や
ね
」

「
じ
ょ
う
ず
や
わ
ぁ
」

な
ど
の
声
が
聞
こ
え
ま
し
た
。

　
市
立
病
院
へ
行
っ
た
と
き
は
、ぜ

ひ
、御
覧
く
だ
さ
い
。場
所
は
、正

面
玄
関
を
入
っ
て
、す
ぐ
右
に
進
ん

だ
、患
者
図
書
室「
こ
も
れ
び
」前
の

廊
下
で
す
。

奈
良
芸
術
短
期
大
学
専
攻
科
２
回
生

片
邊
ゆ
ま　
さ
ん

　
「
ア
ク
リ
ル
絵
の
具
で
、描
い
て

い
ま
す
。普
段
の
勉
強
を
、い
か

す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
壁
面
が
長
い
の
で
、絵
の
テ
ー

マ
の
流
れ
が
難
し
か
っ
た
で
す
。

病
院
と
い
う
場
所
を
考
え
、色
遣

い
を
工
夫
し
ま
し
た
」

大
和
高
田
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
会
長

甲
村
侑
男　
さ
ん

　
ロ
ー
タ
リ
ー
の
５
大
奉
仕
の

ひ
と
つ
、社
会
奉
仕
と
し
て
、今
回

の
制
作
に
か
か
る
費
用
を
、寄
付

し
ま
し
た
。制
作
過
程
を
見
て
き
ま

し
た
が
、学
生
が
試
行
錯
誤
し
な

が
ら
、気
持
ち
を
ひ
と
つ
に
し
て

取
り
組
ん
で
い
る
姿
に
、感
動
し
ま

し
た
。実
は
、配
電
盤
に
描
か
れ
た

パ
ズ
ル
の
絵
や
、横
の
扉
の
サ
イ

の
絵
も
、当
初
、描
く
予
定
で
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
し
か
し
、学
生
か
ら
の
要
望
で

病
院
と
交
渉
し
、あ
の
場
所
に
描

い
た
よ
う
で
す
。短
時
間
で
、全
体

の
バ
ラ
ン
ス
を
崩
す
こ
と
な
く
、

あ
れ
だ
け
見
事
な
作
品
に
仕
上

げ
た
の
は
、見
事
と
し
か
言
い
よ

う
が
あ
り
ま
せ
ん
。

▲イルカの絵には、ドレミの歌が添えられています

▲大自然の冷風が吹くような

▲メモに使わないで？
▲手すりの上をアリが行進

▲飛び出しそうなサイ。実はここ、ドアの一部なんです。あっ、チョウが

▲ペンギンと消火器は、仲良しです！
▲大和高田ロータリークラブより、プレート
が贈呈

　
ま
た
病
院
か
ら
、「
夜
遅
く
か
ら

で
も
、入
院
し
て
い
る
人
た
ち
が
、

絵
を
見
に
き
て
、楽
し
ん
で
い
る
」

と
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。絵
を
通

じ
て
、ひ
と
と
き
の
や
す
ら
ぎ
を

与
え
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
、ま
た

学
生
た
ち
に
と
っ
て
も
、記
憶
に

残
る
経
験
を
提
供
で
き
た
こ
と

を
、う
れ
し
く
思
い
ま
す
。今
後

も
こ
の
よ
う
な
奉
仕
活
動
を
続

け
、地
域
社
会
に
貢
献
す
る
こ
と

に
努
め
、人
に
喜
ば
れ
る
よ
う
心

が
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

癒しの回廊　～大和高田ロータリークラブからの贈物～大和高田市立病院アートプロジェクト
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 平成25年度採用予定者の採用試験を、次のとおり行います。
１ 

職
種
及
び
、採
用
予
定
人
員
、

　
受
験
資
格
な
ど

職種 採用予定
人 員 受　験　資　格

（医療）社会福祉士
※１ 1名 昭和４８年４月２日以降に生まれた人で、社会福祉士資格を有する人。

薬　剤　師
※２ 1名 昭和４５年４月２日以降に生まれた人で、薬剤師免許を有し、平成２４年１０月１日

現在薬剤師としての職務経験が２年以上ある人

※１　（医療）社会福祉士は、採用後、大和高田市立病院に配属します。
※２　薬剤師は、採用後、大和高田市国民健康保険天満診療所に配属します。
◎職務経験の取り扱いについて　
　（１）雇用形態は問いませんが、１つの職場（事業所）において、１週間あたり３０時間以上の勤務をしている場合のみ、
　　　職務経験とみなします。
　（２）職務経験が複数ある場合は、１年以上継続して勤務していた職務経験に限り、職務期間を通算できます。
　（３）育児休業、休職等で休んでいた期間は通算できません。

２ 

試
験
の
日
時･

場
所・試
験
の

　
種
類
及
び
合
格
発
表

区　分 第1次試験 第2次試験（（医療）社会福祉士のみ）

日　時
平成２４年１０月２８日（日）
午前９時から　（医療）社会福祉士
午後１時から　薬剤師

平成２４年１１月中旬予定

場　所 大和高田市役所内 第１次試験合格者に通知

試験の種類

（医療）社会福祉士
【一般教養】
　社会、人文及び自然に関する一般知識並びに文章理
解、判断推理、数的推理及び資料解釈に関する一般知
能についての試験
薬剤師

【個別面接】
【小論文】

【個別面接】
【小論文】

　課題に対する自己の意見及び文章の表現能力等を判
定する筆記試験

合格発表
平成２４年１１月初旬　（医療）社会福祉士
平成２４年１１月末ごろ　薬剤師
（合否にかかわらず本人に通知します。）

平成２４年１１月末ごろ
（合否にかかわらず本人に通知します。）

平成24年度

大和高田市職員採用試験案内
平成24年１０月１日　大和高田市職員採用試験委員会

３ 

受
験
手
続

１
．申
込
書
の
交
付

職
員
採
用
試
験
申
込
書
は
、大
和
高
田
市
役
所
人
事
課（
市
役
所

３
階
）で
交
付
し
ま
す
。（
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
）

２
．受
付
期
間　

平
成
24
年
10
月
４
日（
木
）か
ら

平
成
24
年
10
月
17
日（
水
）ま
で

（
土
曜
日
・
日
曜
日
及
び
祝
日
は
除
く
）

午
前
９
時
～
午
後
５
時

３
．受
付
場
所　

大
和
高
田
市
役
所
人
事
課（
市
役
所
３
階
）

※
郵
送
で
の
受
付
は
し
ま
せ
ん
。

必
ず
、持
参
し
て
く
だ
さ
い
。（
代
理
可
）

４ 

提
出
書
類

①
職
員
採
用
試
験
申
込
書

②
写
真
２
枚（
３
か
月
以
内
に
撮
影
し
た
上
半
身
の
写
真（
縦
４㎝
、

　

横
３㎝
）で
、１
枚
は
申
込
書
に
貼
付
け
、も
う
１
枚
は
受
験
票
用

　

に
持
参
の
こ
と
）

③
返
信
用
封
筒（
長
形
３
号
：
23・５㎝
×
12・０㎝
）に
80
円
切
手
を

　

貼
付
し
、住
所
宛
名
を
記
入
の
こ
と

④
資
格
証
明
書
ま
た
は
免
許
証
の
写
し

⑤
職
歴
証
明
書（
事
業
主
等
の
証
明
が
必
要
で
す　

※
薬
剤
師

　

受
験
の
人
の
み
）

※
そ
の
他
詳
細
は
、市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

 　

h
ttp

://w
w

w
.c

ity.ya
m

a
to

ta
ka

d
a

.n
a

ra
.jp

 

〔
問
い
合
わ
せ
先
〕

　

〒
６
３
５・８
５
１
１

　

大
和
高
田
市
大
中
１
０
０
番
地
１

　

大
和
高
田
市
役
所 

企
画
政
策
部
人
事
課
内

　
「
大
和
高
田
市
職
員
採
用
試
験
委
員
会
」

　

☎
22・１
１
０
１　
（
内
線
２
１
２・２
１
３
）
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申
込
書
類
の
提
出
先

　

第
１
希
望
の
保
育
所（
園
）へ
提
出

※
た
だ
し
、各
市
立
保
育
所
等
の
新
規
入
所・
継
続

　

入
所
に
あ
た
っ
て
は
、期
間
内
に
書
類
を
完
備
し
、

　

申
し
込
み
を
し
て
下
さ
い
。（
期
間
内
の
申
込
み
を

　

優
先
し
て
選
考
し
ま
す
。）

※
育
児
休
業
中
で
、平
成
25
年
度
途
中
に
職
場
復
帰

　

す
る
人
も
、期
間
内
に
申
し
込
み
し
て
く
だ
さ
い
。

※
浮
孔
保
育
所
は
、耐
震
補
強
工
事
の
た
め
募
集

　

要
項
の
配
付
、受
付
等
は（
旧
）北
保
育
所
で
お
こ

　

な
い
ま
す
。

入
所（
園
）要
件

　

保
育
所
へ
入
所
で
き
る
児
童
は
、父
母
い
ず
れ
も

　
（
父
母
と
別
居
し
て
い
る
場
合
は
児
童
の
面
倒
を

　

み
て
い
る
人
）が
、仕
事
や
病
気
な
ど
で
、児
童
を

　

保
育
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
で
す
。

選
考
方
法

　

す
で
に
入
所（
園
）し
て
い
る
継
続
児
を
、「
保
育
所

　

入
所
選
考
基
準
」で
選
考
し
、定
員
に
余
裕
が

　

あ
る
場
合
に
は
、新
規
の
選
考
を
し
ま
す
。

※
定
員
に
余
裕
が
な
い
場
合
は
、第
２
、第
３
希
望

　

の
保
育
所
へ
の
入
所
相
談
、と
な
り
ま
す
。

保
育
時
間

　

原
則
と
し
て
、午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
４
時
30
分

　

ま
で（
土
曜
日
は
正
午
ま
で
）

※
保
育
所（
園
）に
よ
り
、長
時
間
保
育・延
長
保
育

　

を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

該
当
児
の
生
年
月
日

１
、平
成
19
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
24
年
10
月
１
日

　
ま
で
に
生
ま
れ
た
乳
幼
児

２
、平
成
24
年
10
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
、生
ま
れ
る

　
予
定
の
人
は
、保
育
課
へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

必
要
書
類　
（
第
１
希
望
の
保
育
所（
園
）へ
提
出
）

①
保
育
所
入
所（
園
）申
込
書　

②
保
育
所（
園
）入
所
継
続
・
退
所
確
認
書

③
父
母
等
の
保
育
理
由
証
明
書

④
保
育
所（
園
）入
所
選
考
基
準

⑤
延
長
保
育
及
び
長
時
間
保
育
利
用
申
請
書

　
（
該
当
す
る
人
の
み
）

⑥
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
の
診
断
書（
該
当
す
る
人
の
み
）

⑦
障
害
者
手
帳
の
コ
ピ
ー
（
該
当
す
る
人
の
み
）

⑧
診
断
書（
子
ど
も
が
、子
ど
も
家
庭
相
談
セ
ン
タ
ー
、

　

リ
ハ
ビ
リ
セ
ン
タ
ー
へ
通
わ
れ
て
い
る
人
）

⑨
児
童
扶
養
手
当
証
書
の
コ
ピ
ー（
該
当
す
る
人
の
み
）

⑩
健
康
調
査
票

入
所（
園
）の
内
定

　

平
成
25
年
２
月
に
、通
知
予
定
で
す
。

※
提
出
書
類
や
記
載
内
容
に
虚
偽
が
有
っ
た
場
合

　

は
、内
定
の
取
り
消
し
と
な
り
ま
す
。

保
育
料
の
仮
決
定
に
つ
い
て

　

平
成
25
年
３
月
末
に
通
知
予
定
で
す
。

保
育
料
の
本
決
定
通
知

　

平
成
25
年
７
月
に
通
知
予
定
で
す
。

　
（
保
育
料
に
変
更
が
あ
る
人
の
み
）

そ
の
他

※
高
田
こ
ど
も
園
の
募
集
人
数（
予
定
）

　

22
名
程
度
募
集

入
園
該
当
児
の
生
年
月
日

◦
５
歳
児
ク
ラ
ス

　

平
成
19
年
４
月
２
日
生
～
平
成
20
年
４
月
１
日
生

◦
４
歳
児
ク
ラ
ス

　

平
成
20
年
４
月
２
日
生
～
平
成
21
年
４
月
１
日
生

◦
３
歳
児
ク
ラ
ス

　

平
成
21
年
４
月
２
日
生
～
平
成
22
年
４
月
１
日
生

保
育
時
間

　

月
～
金
曜
日　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
２
時

※
預
か
り
保
育　

教
育
時
間
終
了
後
～
午
後
４
時

　
（
月
５
回
ま
で
）

入
園
願
書（
募
集
要
項
）の
配
布
場
所・提
出
先

　

各
幼
稚
園
・こ
ど
も
園

※
印
鑑
が
あ
れ
ば
、そ
の
場
で
提
出
可

費
用

　

入
園
料　

４
、６
０
０
円（
入
園
時
の
み
）

　

保
育
料　

年
額
７
５
、６
０
０
円

　
　
　
　
　
（
月
額
６
、３
０
０
円
）

　

給
食
費　

月
額
３
、７
０
０
円

　

預
か
り
保
育　

１
回
２
０
０
円

※
そ
の
他
に
、保
育
材
料
等
の
諸
費
が
必
要

こ
ど
も
園
及
び
浮
孔
西
幼
稚
園
３
歳
児
ク
ラ
ス

の
入
園
優
先
順
位（
基
準
日
：
10
月
１
日
）

　

上
記
の
申
込
者
数
が
募
集
人
数
を
超
え
た
場
合

　

は
、募
集
期
間
内
の
申
込
者
の
中
か
ら
、次
の
優
先

　

順
位
で
入
園
を
決
定
し
ま
す
。

　

こ
の
方
法
に
よ
っ
て
も
募
集
人
員
を
超
え
て
い
る

　

場
合
、同
基
準
で
抽
選
に
よ
り
決
定
し
ま
す
。

◦
第
１
優
先
順
位

　

入
園
を
希
望
す
る
園
に
、す
で
に
兄
弟
・
姉
妹
が

　

在
園（
現
５
歳
児
は
除
く
）し
て
い
る
人

◦
第
２
優
先
順
位

　

入
園
を
希
望
す
る
園
の
小
学
校
区
に
在
住
す
る

　

人
、ま
た
は
通
園
距
離
が
0.5
㎞
未
満
の
人

◦
第
３
優
先
順
位

　

通
園
距
離
が
1.0
㎞
未
満
の
人

◦
第
４
優
先
順
位

　

通
園
距
離
が
1.5
㎞
未
満
の
人

◦
第
５
優
先
順
位

　

通
園
距
離
が
2.0
㎞
未
満
の
人

※
平
成
26
年
度
、高
田
こ
ど
も
園（
短
時
間
利
用
児
）・

　

土
庫
こ
ど
も
園（
短
時
間
利
用
児
）の
４
歳
児
・

　

５
歳
児
は
、募
集
し
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す

〔
学
校
教
育
課　

内
線
１
５
４
〕

平
成
25
年
度
　

市
立
幼
稚
園
・

こ
ど
も
園（
短
時
間
利
用
児
）

募
集
要
項

入
園
願
書
は
、10
月
１
日（
月
）

か
ら
配
布
し
ま
す
。

申
込
期
間

　

10
月
15
日（
月
）～
19
日（
金
）

受
付
時
間
、募
集
年
齢・定
員

　

平
成
25
年
度
よ
り
、新
し
く
浮
孔
西
幼
稚
園

３
歳
児
ク
ラ
ス
を
募
集
し
ま
す
。

平
成
25
年
度
　

保
育
所（
園
）・

こ
ど
も
園（
長
時
間
利
用
児
）

募
集
要
項

　

申
込
書
類
等
は
、市
役
所
保
育
課
ま
た
は
、

各
市
立
保
育
所
・
高
田
こ
ど
も
園
・
土
庫

こ
ど
も
園
・
私
立
保
育
園
で
10
月
１
日（
月
）

か
ら
配
布
し
ま
す
。

受
付
期
間

　

10
月
15
日（
月
）～
19
日（
金
）の
５
日
間

保育所（園）名 受付時間
高田こども園

（長時間利用児） 午前7時30分～
午後7時まで土庫こども園

（長時間利用児）
片塩保育所・
※浮孔保育所

午前7時30分～
午後7時まで

天満保育所・みどり
保育所・磐園保育所
・高田西保育所

午前7時30分～
午後6時まで

つぼみ保育園 午前8時30分～
午後４時30分まで

三倉堂保育園 午前7時～午後7時まで
よのもと保育園 午前8時～午後4時まで
かなえ保育園 午前9時～午後7時まで

　

０
歳（
６
名
）、１
歳（
２
名
）、２
歳（
８
名
）、

　

３
歳（
６
名
）、４
歳（
無
）、５
歳（
無
）

※
土
庫
こ
ど
も
園
の
募
集
人
数（
予
定
）

　

27
名
程
度
募
集

　

０
歳（
６
名
）、１
歳（
４
名
）、２
歳（
無
）、

　

３
歳（
８
名
）、４
歳（
２
名
）、５
歳（
７
名
）

※
た
だ
し
、園
児
の
転
出
等
に
よ
り
、募
集
人
員
が

　

変
動
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。保
育
課
へ
、お
問
い

　

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

〔
保
育
課　

内
線
５
６
６
・
５
７
４
〕

園名 受付時間 募集年齢・定員

片塩・浮孔・磐園・
陵西・菅原幼稚園

午前９時～
午後５時まで

４・５歳児
※３歳児は募集
　していません

浮孔西幼稚園 午前９時～
午後５時まで

３・４・５歳児
※３歳児のみ
　募集２５名

高田こども園 午前７時３０分～
午後7時まで

３歳児４０名
４歳児募集なし
５歳児８名

土庫こども園 午前７時３０分～
午後7時まで

３歳児３０名
４歳児１５名
５歳児１８名
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障
が
い
者
へ
の
虐
待
防
止

　

平
成
24
年
10
月
１
日「
障
害
者
虐
待

防
止
法
」が
、施
行
さ
れ
ま
し
た
。虐
待

は
、特
定
の
人
や
特
定
の
家
庭
や
場
所

で
、起
こ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

本
人
が
気
づ
か
な
い
う
ち
に
虐
待
し
て

い
る
、ま
た
、虐
待
を
受
け
て
い
る
人

も
、虐
待
を
う
け
て
い
る
と
い
う
認
識

が
な
い
た
め
に
、被
害
を
訴
え
ら
れ
な
い

こ
と
も
多
い
の
で
す
。

　

虐
待
を
、も
っ
と
身
近
な
問
題
と
し
て

と
ら
え
、障
が
い
者
の
安
定
し
た
生
活
や
、

社
会
参
加
を
助
け
る
た
め
に
、み
ん
な
で

虐
待
の
防
止
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

　

障
が
い
者
の
虐
待
に
か
か
わ
る
通
報

や
届
け
出
、支
援
な
ど
の
相
談
は
、大
和

高
田
市
障
害
者
虐
待
防
止
セ
ン
タ
ー

（
社
会
福
祉
課
内
）へご
連
絡
く
だ
さ
い
。

〔
障
害
者
虐
待
防
止
セ
ン
タ
ー

　

☎
22
・
１
１
０
１　

内
線
５
３
５

夜
間
・
休
日　

☎
22
・
１
１
１
０
〕

大
和
高
田
市
土
地
開
発
公
社

保
有
の
土
地
を
売
却
し
ま
す

　

左
記
物
件
を
、一般
競
争
入
札
に
よ
り
売
却

し
ま
す
。

※
現
状
有
姿
に
よ
る
売
却
と
し
ま
す
。

◎
申
込
者
の
資
格
・
条
件

　

詳
し
く
は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認

　

く
だ
さ
い
。

◎
参
加
申
込
期
間

▽
受
付
開
始
日

　

平
成
24
年
10
月
15
日（
月
）　

午
前
9
時

▽
受
付
締
切
日

　

平
成
24
年
10
月
26
日（
金
）　

午
後
5
時

※
土
・
日
曜
日
は
受
付
し
ま
せ
ん
。

◎
入
開
札
の
日
時
・
場
所

▽
と
き　

平
成
24
年
11
月
6
日（
火
）

　

午
前
10
時
～

▽
と
こ
ろ

　

市
役
所　

別
棟
2
階　

会
議
室

　
問
い
合
わ
せ
は
土
地
開
発
公
社
ま
で

　
〔
土
地
開
発
公
社　

内
線
２
１
６
〕

大
和
高
田
市

総
合
防
災
訓
練

　

未み

曾ぞ

有う

の
被
害
を
も
た
ら
し
た
東
日
本

大
震
災
の
発
生
か
ら
、１
年
半
が
た
ち
ま

し
た
。日
本
列
島
全
体
が
地
震
活
動
期
に

入
っ
た
と
い
わ
れ
、全
国
に
か
け
て
、大
地
震

が
発
生
す
る
可
能
性
は
非
常
に
高
く
、

先
般
、発
表
さ
れ
た
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震

被
害
想
定
で
は
、大
和
高
田
市
に
お
い
て

も
、震
度
７
ク
ラ
ス
の
地
震
が
、い
つ
発
生

し
て
も
お
か
し
く
な
い
状
況
と
、な
っ
て
い

ま
す
。

消
防
操
法
大
会

　

９
月
５
日
に
、橿
原
運
動
公
園
駐
車
場
に
お
い
て
、第
24
回
奈
良
県

消
防
操
法
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
消
防
団
員
の
技
術
向
上
と
、

士
気
を
高
め
る
こ
と
、ま
た
火
災
時
の
迅
速
・
的
確
な
消
火
活
動
を

目
的
と
し
て
、２
年
に
１
度
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

大
会
は
、小
型
ポ
ン
プ
操
法
と
ポ
ン
プ
車
操
法
の
２
部
門
で
す
。大
和

高
田
市
消
防
団（
本
分
団
）は
、ポ
ン
プ
車
操
法
の
部
に
出
場
し
ま
し
た
。

　

炎
天
下
の
中
、日
ご
ろ
の
訓
練
の
成
果
を
発
揮
し
、応
援
団
か
ら
の

拍
手
で
迎
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
を
踏
ま
え
、実
際
に
地
震

な
ど
の
災
害
が
発
生
し
た
こ
と
を
想
定
し
、

危
機
感
を
持
ち
、
防
災
意
識
を
高
め
る

訓
練
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、い
ざ
と
い
う
時
の
対
処
方
法
を

体
験
で
き
る
、
市
民
参
加
の
防
災
訓
練

も
行
い
ま
す
。

▽
と
き　

10
月
14
日（
日
）
午
前
9
時
～

▽
と
こ
ろ　

総
合
公
園
西
側
グ
ラ
ウ
ン
ド

▽
内
容　

対
抗
バ
ケ
ツ
リ
レ
ー
、対
抗
水

　
　
　
　

消
火
器
的
あ
て
、対
抗
毛
布
担
架

　
　
　
　

タ
イ
ム
ト
ラ
イ
ア
ル
、
炊
き
出
し

　
　
　
　

訓
練
な
ど

〔
自
治
振
興
課　

内
線
２
２
７
〕※写真は昨年の様子

所在地
奈良県大和高田市
大字田井 54 番 12

地積（㎡） 453.23

地目 宅地

用途地域
市街化調整区域
都市計画法第34条
第11号指定区域

最低売却価格 24,021,000 円
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◀
練
習
の
よ
う
す

　

８
月
２
日
か
ら
４
日
に
行
わ

れ
た
、平
成
24
年
度
全
国
高
等

学
校
総
合
体
育
大
会
に
お
い
て
、

市
立
高
田
商
業
高
校
弓
道
部

男
子
が
、団
体
優
勝
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、決
勝
リ
ー
グ
出
場
校
の

中
か
ら「
技
」の
優
秀
な
学
校
と

し
て
、毎
会
男
女
一
校
が
選
出
さ
れ

る
技
能
優
秀
賞
も
、あ
わ
せ
て

受
賞
し
ま
し
た
。

　

一
同
は
８
月
21
日
に
市
長
を

表
敬
訪
問
し
、市
長
は「
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
に
続
い
て
、新
た
な
感
動

を
も
ら
っ
た
。こ
れ
か
ら
も
伝
統

を
築
い
て
い
っ
て
ほ
し
い
」と
優
勝

を
称
え
ま
し
た
。

　

弓
道
部
の
中
尾
監
督
の
話
で

は
、正
し
い
射し
ゃ

を
心
掛
け
、前
年

の
悔
し
さ
を
糧
に
精
進
し
、今
回

の
優
勝
に
つ
な
が
っ
た
よ
う
で
す
。

　

キ
ャ
プ
テ
ン
の
田
中
君
も「
優
勝

し
て
、監
督
を
喜
ば
せ
る
こ
と
を

目
標
に
頑
張
っ
て
き
た
。そ
れ
が

達
成
で
き
て
、本
当
に
う
れ
し
い
」

と
話
し
ま
し
た
。

団
体
で
全
国
制
覇
、「
技
」で
も
評
価

高
田
商
業
高
校
弓
道
部
男
子

　

茨
城
県
笠
松
運
動
公
園
で
、第
６
回
全
国

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
レ
デ
ィ
ス
交
歓
大
会
が

行
わ
れ
、今
西
八
寿
代
さ
ん
が
Ａ
グ
ル
ー
プ

第
１
位
の
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

　

事
前
に
お
こ
な
わ
れ
た
県
大
会
で
、上
位

の
成
績
の
人
だ
け
が
全
国
大
会
へ
と
進
み

ま
す
。本
大
会
に
は
、８
９
６
名
が
出
場
し
ま

し
た
。今
西
さ
ん
は
、36
打
の
成
績
で
、全

編
成
組
の
中
で
も
、ス
コ
ア
が一
番
で
し
た
。

　

今
西
さ
ん
が
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
を
始
め

た
の
は
、体
育
館
の
ス
ポ
ー
ツ
教
室
で
指
導

を
受
け
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
す
。昔
か
ら

ゴ
ル
フ
を
し
て
い
た
の
で
、す
ぐ
に
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
に
な
じ
み
、上
達
し
て
い
き
ま
し
た
。

　

平
成
12
年
か
ら
は
、体
育
協
会
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
部
の
部
長
を
務
め
、プ
レ
ー
以
外
で

も
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
に
関
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
は
週
２
回
の
練
習
で
す
が
、「
毎
日

で
も
練
習
を
し
た
い
」と
、話
し
て
い
ま
し
た
。

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
全
国
大
会
Ａ
グ
ル
ー
プ
第
１
位

奈
良
県
で
は
初　
今
西　
八
寿
代
さ
ん
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大和高田市立片塩中学校
教諭　横井弘子

▲ジェニーダウエル市長（左）　ゼネラルマネージャー　グレイ・フーフィーさん（右）

▲関空に着いてホッとひと息 ▲タウン誌の取材も受けました

姉
妹
都
市
リ
ズ
モ
ー
市
か
ら

派
遣
学
生
が
帰
国
し
ま
し
た

　

不
安
い
っ
ぱ
い
の
顔
で
降
り
立
っ
た
、

ゴ
ー
ル
ド
コ
ー
ス
ト
空
港
は
と
て
も
肌

寒
く
、気
温
さ
え
み
ん
な
の
不
安
を
助
長

し
て
い
る
か
の
よ
う
で
し
た
。し
か
し
1
日
、

2
日
と
時
が
経
つ
に
つ
れ
、み
ん
な
の
顔
が

笑
顔
で
あ
ふ
れ
、英
語
を
話
す
姿
勢
も
、

少
し
ず
つ
自
信
に
あ
ふ
れ
て
い
き
ま
し
た
。

　

リ
ズ
モ
ー
で
の
経
験
は
、本
物
の
英
語

と
触
れ
る
こ
と
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

リ
ズ
モ
ー
の
雄
大
な
自
然
、温
か
い
人
た
ち
、

生
活
習
慣
の
違
い
、そ
し
て
初
め
て
2
週
間
、

親
元
を
離
れ
て
過
ご
し
た
彼
女
た
ち
の

成
長
。全
て
が
新
鮮
で
、忘
れ
が
た
い
思
い
出

に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、新
し
い
経
験
だ
け
で
な
く
、大
和

高
田
や
日
本
の
こ
と
を
少
し
で
も
リ
ズ
モ
ー

の
人
々
に
知
っ
て
も
ら
い
た
い
と
、改
め
て

自
分
た
ち
が
住
ん
で
い
る
地
域
、国
に
つ
い
て

学
ん
だ
こ
と
も
、身
近
な
も
の
を
見
直
す

良
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

2
週
間
と
い
う
短
い
期
間
で
す
が
、こ
の

素
晴
ら
し
い
経
験
を
元
に
、彼
女
た
ち
が

日
本
と
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
新
し
い一
歩
を
、

今
後
さ
ら
に
進
め
て
く
れ
る
こ
と
を
願
っ
て

や
み
ま
せ
ん
。

　

７
月
25
日
か
ら
リ
ズ
モ
ー
市
を
訪
問
し
て
い
た
、大
和
高
田
市
の

派
遣
学
生
５
名
と
引
率
教
諭
が
、８
月
７
日
に
帰
国
し
ま
し
た
。

　

帰
国
し
た
学
生
た
ち
は
、８
月
21
日
に
吉
田
市
長
を
表
敬
訪
問

し
、全
員
が
無
事
に
帰
国
し
た
こ
と
の
報
告
と
、リ
ズ
モ
ー
市
で
の

生
活
に
つ
い
て
話
し
ま
し
た
。

引
率
教
諭
か
ら
の
報
告



Spinks Park is in MolesworthStreet, behind it is the Wilson’s River.
The old Post Office is on the corner of Molesworth and Magellan Street. The clock can be seen from a large area around it.
スピンクスパークは、モレスワース通りにあります。後ろには、ウィルソンズ川が流れています。古い郵便局は、モールススワース通りとマジェラン通りの角にあります。その時計は、そのあたりの離れたところからでも、見ることができます。

Colleen（コリーン）さん
は、毎年リズモー市が派遣
する学生を引率し、大和高
田市を訪れています。

Yesterday Ric and I met with Charlotte, 

Dominique and Eden to talk about our 

visit to Yamato Takada in September, 

we are all very excited. They all looked 

at the schedule and were going home 

to look up the different places we will 

be visiting.
Time will pass quickly until we see 

everyone and we can’t wait.

昨日、わたしとリックは、９月に大和高田市を

訪問することについて話すため、Charlotte と 

Dominique と Eden に会いました。わたした

ちは、みんなとてもわくわくしています。彼らは、

日程表を見ました。自宅にもどり、わたしたち

が訪ねるさまざまな場所を調べるつもりです。

皆さんにお会いするまで、時間が早く過ぎるで

しょう。待てないわ。

88

　

さ
ま
ざ
ま
な
装
束
に
身
を
つ
つ

ん
だ
人
た
ち
の
行
列
が
進
み
ま
す
。

　

に
ぎ
や
か
な
音
が
聞
こ
え
て

き
そ
う
で
す
。

　

さ
て
、
こ
こ
は
市
内
の
ど
こ
で

し
ょ
う
。

　

答
え
は
、後
ろ
の
ペ
ー
ジ
で
す
。

Nowadays in Lismore
from Colleen

コリーンさんからのお便り　リズモーのこのごろ
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保健センター
つうしん

～
病
気
か
ら
身
を
守
る

予
防
接
種
～

　

予
防
接
種
と
は
、病
気
へ
の
抵
抗

力
を
つ
け
て
予
防
に
役
立
て
よ
う

と
す
る
も
の
で
す
。予
防
接
種
を

受
け
る
と
、伝
染
病
に
か
か
り
に
く

く
な
り
、ウ
イ
ル
ス
や
細
菌
が
原
因

の
病
気
か
ら
、身
を
守
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

予
防
接
種
に
は
、国
や
自
治
体

が「
受
け
る
よ
う
に
努
め
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
」と
勧
め
る
定
期
接
種

と
、「
接
種
者
の
希
望
」で
、受
け
る

任
意
接
種
が
あ
り
ま
す
。定
期
接
種

は
、Ｂ
Ｃ
Ｇ
、ポ
リ
オ
、三
種
混
合
、

麻
し
ん
・
風
し
ん
混
合（
Ｍ
Ｒ
）、

日
本
脳
炎
が
あ
り
、公
費
負
担
の

た
め
、無
料
で
接
種
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。任
意
接
種
は
、ヒ
ブ
、

肺
炎
球
菌
、子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク

チ
ン
が
一
部
公
費
負
担
さ
れ
て
い

る
だ
け
で
、そ
れ
以
外
の
任
意
接

種
ワ
ク
チ
ン
は
、全
額
自
己
負
担

と
な
り
ま
す
。

　

予
防
接
種
に
は
、適
し
た
接
種

時
期
が
あ
り
ま
す
。

　

標
準
的
な
接
種
年
齢
と
し
て
、

１
歳
未
満
で
、接
種
し
た
い
の
が
、

定
期
接
種
で
あ
る
結
核
を
予
防
す

る
Ｂ
Ｃ
Ｇ（
６
か
月
未
満
ま
で
）、

百
日
せ
き
を
予
防
す
る
三
種
混
合

ワ
ク
チ
ン
、小
児
ま
ひ
を
予
防
す
る

ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
で
す
。

　

１
歳
で
早
急
に
接
種
す
る
べ
き

ワ
ク
チ
ン
は
、Ｍ
Ｒ（
麻
し
ん
・
風

し
ん
）１
期
で
す
。特
に
、麻
し
ん

は
、命
に
関
わ
る
病
気
で
す
が
、特
効

薬
が
あ
り
ま
せ
ん
。し
か
も
ワ
ク

チ
ン
接
種
し
て
も
麻
し
ん
、風
し
ん

に
か
か
る
人
も
い
ま
す
。原
因
の

ひ
と
つ
は
、ワ
ク
チ
ン
１
回
接
種

で
は
、わ
ず
か
で
す
が
、十
分
な
免
疫

が
出
来
な
い
こ
と
が
あ
る
た
め

で
す
。も
う
ひ
と
つ
の
原
因
は
、

接
種
後
、年
数
が
経
過
す
る
に

つ
れ
て
、免
疫
が
弱
ま
る
た
め

で
す
。そ
の
た
め
、Ｍ
Ｒ（
麻
し
ん・

風
し
ん
）２
期
は
、小
学
校
入
学

前
に
必
ず
接
種
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

次
に
、３
歳
に
な
れ
ば
日
本
脳
炎

を
う
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

１
期
初
回
免
疫
と
し
て
、３
回

接
種
、そ
の
後
、小
学
校
４
年（
９
歳
）

で
２
期
１
回
を
接
種
し
ま
す
。

　

い
ず
れ
も
体
の
調
子
が
良
い
時
、

元
気
な
時
に
受
け
る
の
が
基
本

で
す
。乳
幼
児
の
場
合
は
、自
分

で
体
調
を
う
ま
く
伝
え
ら
れ
な
い

の
で
、保
護
者
が
注
意
深
く
観
察
し
、

い
つ
も
よ
り
ぐ
ず
っ
て
い
な
い
か
、

だ
る
そ
う
に
し
て
い
な
い
か
な
ど
、

体
温
以
外
の
こ
と
に
も
注
意
を

し
ま
し
ょ
う
。

　

近
年
は
、接
種
す
る
ワ
ク
チ
ン
の

種
類
も
増
え
て
い
る
た
め
、複
数

の
ワ
ク
チ
ン
を
、医
師
が
同
じ
日
に

打
つ
こ
と（
同
時
接
種
）も
勧
め

ら
れ
て
い
ま
す
。同
じ
日
な
ら
、

ワ
ク
チ
ン
に
対
す
る
免
疫
反
応

が
ま
だ
起
き
て
お
ら
ず
、複
数
の

ワ
ク
チ
ン
が
効
果
を
相
殺
す
る
こ
と

は
な
い
、と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。同
時

接
種
に
つ
い
て
は
、接
種
医
に
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、９
月
か
ら
は
、安
全
性
の

高
い
不
活
化
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
が

開
始
さ
れ
、今
後
は
、三
種
混
合
ワ
ク

チ
ン
に
不
活
化
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン

を
加
え
た
、四
種
混
合
ワ
ク
チ
ン

が
導
入
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。接
種
時
期
・
間
隔
・
回
数
な
ど
、

最
新
の
予
防
接
種
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

を
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い

ま
す
。参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

　

不
明
な
点
は
、保
健
セ
ン
タ
ー

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

生
活
不
活
発
病
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？

～
活
発
に
動
く
た
め
の
工
夫
～

　

暑
さ
も
少
し
ず
つ
落
ち
着
き
、
運
動
し
や
す
い
季
節
に
な
り

ま
し
た
。
暑
さ
の
た
め
に
、動
か
な
い
生
活
が
続
い
て
い
た
人
も

い
る
の
で
は
、
と
思
い
ま
す
。

　

生
活
不
活
発
病
と
は
、骨
・
関
節
系
疾
患
や
高
齢
に
よ
る
衰
弱
、

認
知
症
な
ど
、不
活
発
な
生
活
に
よ
る
全
身
の
機
能
低
下
の
こ
と

で
す
。生
活
不
活
発
病
の
予
防
の
た
め
に
も
、運
動
は
大
切
で
す

が
、一
気
に
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
し
た
り
す
る
と
、ひ
ざ
や
腰
を
、痛
め

て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、ま
ず
、ひ
ざ
や
腰
に
や
さ
し
い
日
常
生
活
を
、心
が
け

る
こ
と
か
ら
、始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

◎
ひ
ざ
に
負
担
を
か
け
な
い
工
夫

◦
座
る
時

座
卓
よ
り
、テ
ー
ブ
ル
と
い
す
の
ほ
う
が
、ひ
ざ
へ
の
負
担
が
少
な
い
。

正
座
は
、で
き
る
だ
け
避
け
た
い
が
、必
要
な
時
は
、お
尻
の

下
に
座
布
団
を
は
さ
む
。

◦
荷
物
を
持
つ
時

荷
物
を
一
方
の
手
で
持
ち
続
け
る
と
、重
心
が
偏
り
、ひ
ざ
に

負
担
が
か
か
り
や
す
い
。
荷
物
は
、両
手
に
分
け
て
持
つ
か
、

持
ち
手
を
時
々
か
え
る
。
リ
ュッ
ク
サ
ッ
ク
で
も
よ
い
。
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江
戸
初
期
の
肥
前
有
田
で
出
会
っ
た
男
女
。

し
か
し
、有
田
焼
の
発
展
に
伴
い
、二
人
の
道

は
分
か
れ
…
。「
柿
右
衛
門
」誕
生
に
秘
め
ら
れ

た
物
語
で
す
。

下
川 

博 

著
／
講
談
社

『
竹
に
紅
虎
』

9月のおはなし会

☆
ほ
か
に
も
、
新
着
図
書
が
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
。

児童書一般書
『
２
０
５
０
年
の
世
界　

英
「
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
」
誌
は
予
測
す
る
』

英「
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
」編
集
部 

著　

船
橋 

洋
一 

解
説
／
文
藝
春
秋

『
頼
む
か
ら
、
ほ
っ
と
い
て
く
れ
』　　
　
　

桂 

望
美 

著
／
講
談
社

『
回
廊
封
鎖
』　　
　
　
　
　
　　
　
佐
々
木 

譲 

著
／
集
英
社

『
空
港
の
大
研
究
』　　
　

秋
本 

俊
二 

作
／
Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所

『
パ
テ
ィ
シ
エ
☆
す
ば
る　

パ
テ
ィ
シ
エ
に
な
り
た
い
！
』

　
　

つ
く
も
よ
う
こ 

作
／
講
談
社

『
ケ
イ
ン
・
ク
ロ
ニ
ク
ル
２
』

リ
ッ
ク
・
リ
オ
ー
ダ
ン 

作　

小
浜 

杳 

訳
／
メ
デ
ィ
ア
フ
ァ
ク
ト
リ
ー

◎おはなし会
かい

▽とき　10月13日（土） ごぜん10じ30ぷん〜

▽ところ　としょかん　2かい
  ● 大

おお

型
がた

絵
え

本
ほん

　『おばけのてんぷら』
  ● おはなし　『いっすんぼうし』

◎えほんとわらべうたの時
じ

間
かん

 ≪きらら≫

▽とき　10月27日（土） ごぜん10じ30ぷん〜

▽ところ　としょかん　2かい
 ● 絵

え

本
ほん

　　　『あさになったので
　まどをあけますよ』

 ● パネルシアター　『どうぞのいす』
※ほかにもたのしいおはなしや、てあそび
　があります。

１０月の新着図書

◦
階
段
を
昇
る
時
・
降
り
る
時

昇
る
時
は
、痛
み
の
な
い
ほ
う
の
足
で
上
が
っ
て
か
ら
、痛
む
ほ
う

の
足
を
上
げ
て
、一
段
ず
つ
両
足
を
そ
ろ
え
て
、昇
る
。

降
り
る
時
は
、昇
る
と
き
と
は
反
対
に
、

痛
む
ほ
う
の
足
か
ら
降
ろ
し
、次
に
、痛
み

の
な
い
ほ
う
の
足
を
降
ろ
し
て
、い
っ
た
ん

両
足
を
そ
ろ
え
な
が
ら
、降
り
る
。

◎
腰
に
負
担
を
か
け
な
い
工
夫

◦
立
っ
て
い
る
と
き

あ
ご
を
引
き
、
肩
の
力
を
ぬ
く
。
胸
を
軽
く
反
ら
し
、
肛
門

を
引
き
締
め
る
。
「
反
り
返
り
」や「
猫
背
」の
姿
勢
は
、ダ
メ
。

◦
物
を
持
ち
上
げ
る
・
下
ろ
す
と
き

ひ
ざ
を
曲
げ
、腰
を
落
と
し
て
か
ら
、動
作
を
行
う
。
ひ
ざ
を

の
ば
し
た
ま
ま
、上
体
だ
け
で
動
作
を
行
う
の
は
、厳
禁
。

◦
洗
濯
物
を
干
す
時

背
伸
び
は
、腰
が
大
き
く
反
り
返
る
の
で
、物
干
し
竿
の
位
置

は
、目
線
く
ら
い
の
高
さ
に
す
る
。

　

ひ
ざ
や
腰
に
負
担
を
か
け
な
い
工
夫
を
、日
常
生
活
の
中
に

取
り
入
れ
な
が
ら
、運
動
や
食
生
活
の
改
善
に
も
取
り
組
ん
で

い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、地
域
包
括
支
援
課
で
は
、在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
に

委
託
し
て
、介
護
予
防
教
室
も
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
な
か
で
、

毎
日
簡
単
に
で
き
る
体
操
や
、
栄
養
に
つ
い
て
の
お
話
な
ど
も

行
う
予
定
で
す
。
日
程
は
、広
報
や
チ
ラ
シ
で
確
認
し
、気
軽
に

参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

　

不
明
な
点
等
は
、地
域
包
括
支
援
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

〔
地
域
包
括
支
援
課　

内
線
５
５
８
〕

◎
読
書
週
間
！

　

10
月
27
日
～
11
月
９
日
は
読
書

週
間
で
す
。
時
に
は
読
む
ジ
ャ
ン
ル

を
変
え
て
み
ま
せ
ん
か
。
今
回
は
、

時
代
物
の
本
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

民
放
で
レ
ギ
ュ
ラ
ー
放
送
が
無
く

な
り
、目
に
す
る
こ
と
が
少
な
く
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
ね
。
本
で
は
ど
う

で
す
か
？

『
曾
根
崎
心
中
』

（
角
田
光
代 

著　

近
松
門
左
衛
門

原
著
／
リ
ト
ル
・
モ
ア
）

　

近
松
門
左
衛
門
の
代
表
作
を
、

直
木
賞
作
家
で
あ
る
著
者
が
、現
代

版
に
息
を
吹
き
込
ん
だ
、遊
女
の
心
情

を
丹
念
に
描
い
た
、恋
物
語
で
す
。

『
骨
董
屋
征
次
郎
手
控
』

（
火
坂
雅
志 

著
／
実
業
之
日
本
社
）

　

京
の
ま
ち
を
舞
台
に
、
二
つ
の
裏

の
顔
を
持
つ
闇
の
骨
董
鑑
定
人
が
、

真し
ん

贋が
ん

事
件
に
挑
み
ま
す
。

『
お
江
戸
の
百
太
郎
』

（
那
須
正
幹 

作
／
岩
崎
書
店
）

　

江
戸
を
舞
台
に
、腕
は
さ
っ
ぱ
り

の
岡
っ
引
き
千
次
と
切
れ
者
の
息
子

百
太
郎
が
大
活
躍
す
る
、痛
快
捕
物

帳
で
す
。　　
　
　
　
　
（
児
童
書
）

〔大和高田市立図書館
☎52-3424　 52-9415〕



11

相
談
事
例

ま
な
ざ
し

115

　

先
日
、テ
レ
ビ
を
観
て
い
ま
す

と
、あ
る
番
組
の
予
告
編
が
放
送

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
は
、空
を

飛
ぶ
鳥
た
ち
の
視
点
で
撮
影
さ
れ

た
映
像
を
、お
茶
の
間
に
届
け
よ
う

と
企
画
さ
れ
た
も
の
で
し
た
。

　

大
空
を
飛
ぶ
鳥
た
ち
の
目
に

映
る
森
や
湖
、隣
で
羽
ば
た
い
て

い
る
鳥
た
ち
の
姿
。

　

そ
の
映
像
は
、驚
く
ほ
ど
新
鮮

で
興
味
深
い
も
の
で
し
た
。

　

日
頃
は
自
分
の
目
線
の
高
さ

か
ら
し
か
観
て
い
な
か
っ
た
景
色

が
、い
つ
も
見
上
げ
て
ば
か
り
い

る
鳥
た
ち
の
姿
が
、視
点
を
変
え

た
だ
け
で
こ
ん
な
に
も
違
っ
て
見

え
て
く
る
も
の
な
の
だ
と
改
め
て

思
い
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
と
き
私
は
、あ
る
一編
の

詩
を
思
い
出
し
ま
し
た
。

大
漁

朝
や
け
小
や
け
だ

大
漁
だ

大
ば
い
わ
し
の

大
漁
だ
。

は
ま
は
祭
り
の

よ
う
だ
け
ど

海
の
な
か
で
は

何
万
の

い
わ
し
の
と
む
ら
い

す
る
だ
ろ
う
。
　

金
子
み
す
ゞ
さ
ん
の
作
品
で
す
。

　

捕
っ
た
側
か
ら
の
喜
び
や
、捕
ら

れ
た
側
の
悲
し
み
が
、ま
な
ざ
し

の
位
置
を
変
え
る
こ
と
に
よ
っ
て

表
現
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

他
者
の
苦
悩
を
見
逃
さ
な
い

ま
な
ざ
し
が
、読
む
人
の
心
を
捉
え

ま
す
。

　

私
た
ち
の
社
会
は
、さ
ま
ざ
ま
な

人
々
が
、さ
ま
ざ
ま
な
思
い
や
願
い

を
も
ち
な
が
ら
、共
に
暮
ら
す
社
会

で
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、そ
の
多
様
さ

は
、豊
か
さ
で
あ
る
と
同
時
に
、

さ
ま
ざ
ま
な
不
和
の
原
因
と
な
っ

て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

そ
ん
な
時
、他
者
の
側
か
ら
の

視
点
を
、少
し
で
も
も
つ
こ
と
が

で
き
た
ら
、見
え
て
く
る
景
色
や

伝
わ
っ
て
く
る
思
い
っ
て
、驚
く
ほ
ど

違
う
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

　

そ
ん
な
気
づ
き
や
驚
き
こ
そ
が
、

お
互
い
を
大
切
に
で
き
る
社
会
の

姿
に
、ま
た
、自
分
に
と
っ
て
も
相
手

に
と
っ
て
も
素
敵
な
こ
と
を
、

な
ん
と
し
て
も
探
そ
う
と
す
る

私
た
ち
の
姿
に
、つ
な
が
る
も
の

だ
と
、今
、思
え
て
な
り
ま
せ
ん
。

定 期 借 家
契 約 の
再 契 約

　

10
年
前
、築
10
年
以
上
の
戸
建

住
宅
を
、家
賃
９
万
円
で
10
年
間

の
定
期
借
家
契
約
を
し
た
。昨
年

末
に
大
家
と
話
し
、引
き
続
き
５
年

間
借
り
る
こ
と
に
な
っ
た
。家
屋
は

築
20
年
以
上
に
な
る
の
で
、家
賃

は
８
万
５
千
円
に
減
額
さ
れ
た
。

今
年
初
め
、仲
介
業
者
か
ら
手
続
き

す
る
の
で
、印
鑑
と
８
万
５
千
円

持
っ
て
く
る
よ
う
に
言
わ
れ
た
。

更
新
料
か
と
聞
く
と
、
再
契
約
で

あ
り
、契
約
手
数
料
が
必
要
と
言
う

が
、支
払
う
べ
き
か
。

<

70
歳
代　

男
性

<

☆
複
数
の
相
談
事
例
を
元
に
、一
般
的

　

な
相
談
と
し
て
構
成
し
た
も
の
で
す
。

　

特
定
の
相
談
事
例
を
示
す
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

対
等
な
立
場
で
契
約

　

定
期
借
家
契
約
と
は
、平
成
12

年
３
月
に
施
行
さ
れ
た
、
定
期
建

物
賃
貸
借
法
に
よ
っ
て
認
め
ら
れ

た
賃
貸
借
契
約
の
こ
と
で
、優
良
な

賃
貸
住
宅
が
供
給
さ
れ
や
す
く
な

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、「
貸
主（
大

家
）と
借
主（
入
居
者
）が
対
等
な

立
場
で
契
約
期
間
や
家
賃
な
ど
を

自
由
に
決
め
合
意
の
上
で
結
ば
れ

る
賃
貸
借
契
約
」と
定
義
さ
れ
て

い
ま
す
。
契
約
方
法
は
公
正
証
書

な
ど
書
面
に
よ
る
契
約
に
限
る
と

さ
れ
て
お
り
、通
常
の
賃
貸
借
契
約

と
異
な
る
部
分
が
多
く
あ
り
ま
す
。

定
期
借
家
契
約
の
特
徴

◎
契
約
で
定
め
た
期
間
の
満
了
に

　

よ
り
、確
実
に
賃
貸
借
契
約
が

　

終
了
す
る

　
　

契
約
時
に
双
方
の
合
意
で
契
約

　

期
間
を
自
由
に
設
定
で
き
ま
す

　

が
、契
約
期
間
が
満
了
す
れ
ば
、

　

更
新
は
で
き
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、

　

再
契
約
の
定
め
が
あ
る
場
合
は

　

再
契
約
が
可
能
で
す
。
な
お
、

　

再
契
約
は
新
た
な
契
約
と
な
り

　

ま
す
の
で
仲
介
手
数
料
が
必
要

　

な
場
合
が
ほ
と
ん
ど
で
す

◎
貸
主
に
は
、期
間
満
了
の
通
知

　

義
務
が
あ
る

　
　

貸
主
は
契
約
期
間
満
了
日
の

　

１
年
前
か
ら
６
か
月
前
ま
で
に

　

借
主
に
通
知
す
る
義
務
が
あ
り

　

ま
す
。
通
知
を
忘
れ
、契
約
期
間

　

が
過
ぎ
た
場
合
は
、
通
知
の
あ
っ

　

た
日
か
ら
６
か
月
間
は
、貸
主
の

　

側
か
ら
契
約
を
終
了
す
る
こ
と

　

は
で
き
ま
せ
ん
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パソコンでインターネット検索をしていて、急
に画面にエラー表示が出たら、どう対処する？
 

メーカーや販売先に、電話で対処法を聞きますね。

でも、パソコンの画面に、有料であるが低額
のソフトをダウンロードすればすぐに解消で
きると表示されていたら？

それで直るのなら、申し込むかも…

最近、エラー画面で不安にさせ、有料ソフトを
クレジット決済で購入させる手口があるんだよ。

手口が悪質すぎます。

とにかく、信頼できる表示かどうかわからな
い場合は、安易にクリックしたり、ソフトをダウ
ンロードしないことじゃ。

そんな悪い手口ばかり考えないで、もっと人に役立
つこと考えればいいのにね～

有料ソフトでエラー解消？
◎
基
本
的
に
契
約
期
間
内
の
中
途

　

解
約
は
で
き
な
い

　
　

借
主
は
い
っ
た
ん
契
約
し
た

　

ら
期
間
内
の
途
中
解
約
は
原
則

　

不
可
能
で
す
。た
だ
し
、床
面
積

　

２
０
０
㎡
未
満
の
居
住
用
建
物
で
、

　

転
勤
・
療
養
・
親
族
の
介
護
な
ど
、

　

や
む
を
得
な
い
事
情
に
よ
り
、

　

生
活
の
本
拠
と
し
て
使
用
す
る

　

こ
と
が
困
難
と
な
っ
た
借
主
か
ら

　

は
、特
約
が
無
く
て
も
中
途
解
約

　

で
き
ま
す

　

事
例
の
場
合
、定
期
借
家
契
約

書
に
は
再
契
約
の
定
め
が
あ
り
ま

し
た
の
で
、両
者
合
意
に
よ
り
再

契
約
が
可
能
で
す
。再
契
約
は
新
た

な
契
約
な
の
で
、基
本
的
に
は
入
居

審
査
も
あ
り
、事
前
に
仲
介
業
者
が

重
要
事
項
の
説
明
を
行
い
、契
約
書

を
交
わ
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。仲
介

業
者
は
こ
れ
ら
の
事
務
を
行
う
の
で

再
契
約
料（
再
契
約
仲
介
手
数
料
）

を
請
求
さ
れ
る
の
が
一
般
的
で
す
。

　

ち
な
み
に
仲
介
の
場
合
に
、業
者

が
受
け
取
れ
る
手
数
料
は
、「
最
高

で
家
賃
の
１
か
月
分
ま
で
」と
決
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

「
子
ど
も
の
支
え
手
」

　　
「
学
校
居い

心ご
こ

地ち

感か
ん
し
ゃ
く尺
度ど

」な
る

も
の
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、

東
京
学
芸
大
学
大
学
院
教
授　

小
林
正
幸
氏
が
、子
ど
も
の
学

校
に
対
す
る
適
応
を
読
み
取
る

指
針
と
し
て
、
考
え
出
し
た
も
の

で
す
。

１　

学
校
に
な
じ
ん
で
い
る

２　

学
校
に
は
自
由
に
話
せ
る
雰

　
　

囲
気
が
あ
る

３　

学
校
で
ゆ
っ
た
り
し
て
い
ら

　
　

れ
る

４　

学
校
で
自
分
は
幸
せ
で
あ
る

５　

学
校
で
友
だ
ち
と
助
け
合
っ

　
　

て
い
る

６　

学
校
で
居
心
地
が
よ
い

７　

学
校
で
自
分
は
認
め
ら
れ
て

　
　

い
る

８　

学
校
で
楽
に
い
ら
れ
る

９　

学
校
で
自
分
は
受
け
入
れ
ら

　
　

れ
て
い
る

10   

学
校
で
安
心
し
て
い
ら
れ
る

と
い
う
、10
項
目
で
す
。
大
人
の

場
合
で
も
、「
学
校
」
を「
会
社
」

や「
勤
務
先
」
に
置
き
換
え
て
、

考
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

当
然
で
す
が
、こ
れ
ら
の
項
目
の

値
が
高
け
れ
ば
高
い
ほ
ど
、学
校

に
適
応
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。
反
対
に
、低
け
れ
ば

低
い
ほ
ど
、う
ま
く
適
応
し
て
い
な

い
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。う
ま

く
適
応
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
、

あ
る
い
は
、で
き
な
い
か
は
、学
校

で
子
ど
も
た
ち
が
感
じ
て
い
る

ス
ト
レ
ス
に
、ど
う
向
き
合
っ
て
い

る
か
で
分
か
れ
る
、と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。わ
か
り
や
す
い
こ
と
ば

で
言
い
換
え
れ
ば
、ス
ト
レ
ス
に

ど
の
よ
う
に
対
処
し
て
い
る
か
、

対
処
す
る
方
法
を
知
り
、そ
れ
を

実
際
に
使
っ
て
い
る
か
、と
い
う
こ

と
で
す
。

　

子
ど
も
が
使
う
ス
ト
レ
ス
対
処

の
方
法
で
、最
も
有
効
な
方
法
の

ひ
と
つ
は
、「
ソ
ー
シ
ャ
ル・ス
キ
ル
」

＝
人
と
う
ま
く
つ
き
あ
っ
て
い
く

力
を
つ
け
て
い
く
こ
と
で
あ
る
、

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
力
が

高
い
子
ど
も
は
、ス
ト
レ
ス
反
応
が

下
が
り
ま
す
。「
ソ
ー
シ
ャ
ル
・

ス
キ
ル
」に
最
も
影
響
を
与
え
て

い
る
の
は
、「
ソ
ー
シ
ャ
ル・
サ
ポ
ー
ト
」

で
す
。子
ど
も
が
ス
ト
レ
ス
を
感
じ

た
時
に
、自
分
は
誰
か
か
ら
支
え

ら
れ
て
い
る
と
感
じ
、
そ
し
て
、

支
え
ら
れ
て
い
る
と
思
え
る
時
、

ス
ト
レ
ス
は
下
が
り
ま
す
。
人
と

人
と
の
絆
が
、最
も
強
い
ス
ト
レ
ス

対
処
法
の
ひ
と
つ
で
あ
る
、と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。子
ど
も
に
と
っ
て
の

絆
と
い
う
も
の
は
、誰
か
に
支
え

ら
れ
て
い
る
と
感
じ
、支
え
ら
れ

て
い
る
と
思
え
る
こ
と
で
す
。

　

例
え
ば
、山
登
り
の
時
に
、保
護

者
や
友
だ
ち
や
学
校
の
先
生
が

子
ど
も
の
後
ろ
を
登
り
、子
ど
も

の
お
し
り
の
10
㎝
後
ろ
に
手
を
伸

ば
し
て
受
け
止
め
て
て
あ
げ
る
、

と
い
う
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
で
す
。

そ
の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
で
子
ど
も

を
支
え
る
の
が
、
ち
ょ
う
ど
良
い

心
的
な
距
離
だ
、
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
決
し
て
直
接
触
れ
る
の
で

は
な
く
、離
れ
す
ぎ
る
の
で
も
な
く
、

す
ぐ
後
ろ
で
支
え
ら
れ
て
い
る
と

い
う
気
配
を
、
子
ど
も
が
感
じ

取
る
こ
と
が
で
き
る
の
が
理
想

で
す
。子
ど
も
の
ス
ト
レ
ス
の
原
因

を
、
保
護
者
な
ど
の
支
え
手
が

直
接
取
り
除
い
て
し
ま
う
の
で
は

な
く
、ス
ト
レ
ス
に
対
処
し
て
い
る

子
ど
も
を
、10
㎝
後
ろ
か
ら
見
守
っ

て
あ
げ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

そ
の
こ
と
が
、
子
ど
も
た
ち
の

成
長
へ
の
勇
気
を
与
え
て
い
る
よ

う
で
す
。

教えて！
最新情報


